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外来受診したことがある 520 例の CD 患者を対象に、単一施設の後ろ向きコホート研究を行った。結
果として、1) 狭窄と瘻孔は経時的に増加し、5年で約半数の症例に狭窄や瘻孔を生じた。2) 累積初





























































Q12:腸管合併症は 5年で 50%、初回手術は 10年で 50%ということだが、その差の 5年間はどのように
しているのか？ 
A12:合併症があっても内視鏡的拡張術や栄養療法などを含む内科的治療で凌いでいる。 
 
 以上の内容の斬新さ、重要性、研究方法の正確性、表現の明確さ、及び質疑応答の結果を踏まえ、
審査員で討議の結果、本論文は学位に値すると評価された。 
